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(57)【要約】
【課題】省資源化に貢献すべく使用水量を減少させつつ
、洗浄能力や濯ぎ性能を向上させることができる業務用
洗濯機を提供する。
【解決手段】洗濯水又は濯ぎ水を収納する外胴２と、外
胴の内側で被洗物を収容して水平な回転軸を中心に備え
て回転する内胴３とを備え、被洗物を洗濯、濯ぎする業
務用洗濯機１において、外胴内に溜める洗濯水又は濯ぎ
水の水位を従来の洗濯及び濯ぎ時よりも低くし、かつ外
胴の下部から取り出した洗濯水又は濯ぎ水を内胴の前面
の吐出口から内胴内に吐出するポンプを備え、循環する
洗濯水又は濯ぎ水を吐出しながら被洗物の洗濯又は濯ぎ
を行い、洗濯水又は濯ぎ水の単位時間当たりの洗濯機内
外を循環する回数を０．２５回／分以上とするとともに
、洗濯水又は濯ぎ水が外胴内を循環する稼働時間率を５
０％以上となるように洗濯水又は濯ぎ水の循環量を設定
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯水又は濯ぎ水を収納する外胴と、該外胴の内側で被洗物を収容して水平な回転軸を
中心に備えて回転する内胴とを備え、被洗物を洗濯、濯ぎする業務用洗濯機において、
　外胴内に溜める洗濯水又は濯ぎ水の水位を従来の洗濯及び濯ぎ時よりも低くし、かつ外
胴の下部から取り出した洗濯水又は濯ぎ水を前記内胴内の被洗物に向けて吐出するポンプ
を備え、前記洗濯水又は濯ぎ水を吐出しながら被洗物の洗濯又は濯ぎを行い、該洗濯水又
は濯ぎ水の単位時間当たりの洗濯機内外を循環する回数を０．２５回／分以上とすること
を特徴とする業務用洗濯機。
【請求項２】
　洗濯水又は濯ぎ水が外胴内を循環する稼働時間率を５０％以上となるように洗濯水又は
濯ぎ水の循環量を設定することを特徴とする請求項１に記載の業務用洗濯機。
【請求項３】
　ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴前面の外胴蓋の上に開口した吐出
口から被洗物に向けて吐出されることを特徴とする請求項１に記載の業務用洗濯機。
【請求項４】
　ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴前面の外胴蓋を貫通して開口した
吐出口から被洗物に向けて吐出されることを特徴とする請求項１に記載の業務用洗濯機。
【請求項５】
　ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴の回転軸を挿通して回動軸先端に
開口した吐出口から被洗物に向けて吐出されることを特徴とする請求項１に記載の業務用
洗濯機。
【請求項６】
　洗濯水又は濯ぎ水を収納する外胴と、該外胴の内側で被洗物を収容して水平な回転軸を
中心に備えて回転する内胴とを備え、被洗物を洗濯、濯ぎする業務用洗濯機の洗濯・濯ぎ
方法において、
　外胴内に溜める洗濯水又は濯ぎ水の水位を従来の洗濯及び濯ぎ時よりも低くし、かつ外
胴の下部から洗濯水又は濯ぎ水を取り出してポンプを用いて前記内胴内の被洗物に向けて
吐出しながら被洗物の洗濯又は濯ぎを行い、前記洗濯水又は濯ぎ水の単位時間当たりの洗
濯機内外を循環する回数を０．２５回／分以上とするとともに、洗濯水又は濯ぎ水が外胴
内を循環する稼働時間率を５０％以上となるように洗濯水又は濯ぎ水の循環量を設定する
ことを特徴とする業務用洗濯機の洗濯・濯ぎ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被洗物を回転するドラムを用いて洗濯する業務用洗濯機において、洗浄能力
を低下させることなく給水量を削減して好適に洗濯・濯ぎをすることができるように工夫
を凝らした業務用洗濯機及びその洗濯・濯ぎ方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、洗濯を一つのドラム（内胴）で行う業務用洗濯機５１は、図６に示すように、外
胴５２の内側に、水平軸を中心に回転（又は揺動）する内胴５３を配置し、外胴５２の正
面の開口部から被洗物を投入する。その上で、外胴の開口部の反対側から洗濯水を水深度
４（水位４）程度投入し、内胴５３を回転させて被洗物を揉み・叩き等の作用にて洗濯を
行っている。（特許文献１参照）
　なお、本願明細書における水深度（水位）とは、洗濯ドラム（内胴）の中心から下方向
に、底となる外胴下面までの高さを１０等分して、下から水位１、水位２、水位３・・・
水位１０と設定する業界規格用語である（ＪＩＭＳ＝社団法人日本産業機械工業会規格（
水洗機））。
【０００３】
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　このタイプの従来の業務用洗濯機５１において、洗濯容量２００ｋｇタイプ（被洗物の
量が乾燥重量で約２００ｋｇ）の場合、１回の洗濯・濯ぎに要する水量は、予洗を除いて
、洗濯（本洗）は水位４で９００リットル、濯ぎは水位７で１０００リットル／１回で、
この濯ぎを通常３回、場合によっては４回以上行うことから、合計で約３９００リットル
以上の水を使用している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２４８２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そして、近年の省資源、省エネルギーの社会的要請から、洗濯業界においても業務用洗
濯機の節水や節電等が求められている。
　しかしながら、単純に一律に水量を減らしても、現状の洗浄能力や、濯ぎ性能に影響を
及ぼすことは必至であることから、総合的に勘案する必要があった。
　すなわち、洗剤量を増やすと洗浄能力は向上するものの、コストが増大することに加え
、濯ぎ性が悪くなるので、結果濯ぎの水量が増大し、また本洗の使用水量を減らすと（洗
剤量が同じ場合）、洗剤濃度が上がって洗浄能力が向上するものの、洗いムラが起きたり
濯ぎ性が悪くなったりして、結局濯ぎの使用水量が増大してしまうという問題があった。
しかしながら、使用水量を低減することができれば、省資源化、洗剤量の低減、洗浄効果
の向上、さらに洗濯水の加温に必要なエネルギーの低減も図ることができるものである。
【０００６】
　そこで本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、省資源化に貢献すべく
使用水量を減少させつつ、洗浄能力や濯ぎ性能を向上させることができる業務用洗濯機を
提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題に鑑みて鋭意研究の結果、本発明者は、使用水量を減らして水位を下げながら
も、内胴への給水を循環させ、上から被洗物に向けて勢いよくシャワー状に掛け流すこと
により、洗浄能力や濯ぎ性を向上させることができる業務用洗濯機及びその洗濯・濯ぎ方
法を案出するに至った。
【０００８】
　すなわち、本発明の業務用洗濯機は、洗濯水又は濯ぎ水を収納する外胴と、該外胴の内
側で被洗物を収容して水平な回転軸を中心に備えて回転する内胴とを備え、被洗物を洗濯
、濯ぎする業務用洗濯機において、外胴内に溜める洗濯水又は濯ぎ水の水位を従来の洗濯
及び濯ぎ時よりも低くし、かつ外胴の下部から取り出した洗濯水又は濯ぎ水を前記内胴内
の被洗物に向けて吐出するポンプを備え、前記洗濯水又は濯ぎ水を吐出しながら被洗物の
洗濯又は濯ぎを行い、該洗濯水又は濯ぎ水の単位時間当たりの洗濯機内外を循環する回数
を０．２５回／分以上とすることを特徴とする。
　本発明によれば、洗濯水又は濯ぎ水の水位を従来の洗濯及び濯ぎ時よりも低くして使用
水量を低減しても、洗濯水又は濯ぎ水を循環させてこの洗濯水又は濯ぎ水を被洗物に向け
て上から注ぐことにより、洗濯又は濯ぎの効果を向上させることが可能となり、これによ
り洗剤量を増やすことなく洗浄率を向上させることができ、省資源化、効率化に大いに貢
献することができる。
【０００９】
　また本発明の業務用洗濯機は、洗濯水又は濯ぎ水が外胴内を循環する稼働時間率を５０
％以上となるように洗濯水又は濯ぎ水の循環量を設定することを特徴とする。
【００１０】
　また本発明の業務用洗濯機は、ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴前
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面の外胴蓋の上に開口した吐出口から被洗物に向けて吐出されることを特徴とする。
【００１１】
　また本発明の業務用洗濯機は、ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴前
面の外胴蓋を貫通して開口した吐出口から被洗物に向けて吐出されることを特徴とする。
【００１２】
　また本発明の業務用洗濯機は、ポンプが内胴内に送出する洗濯水又は濯ぎ水は、内胴の
回転軸を挿通して回動軸先端に開口した吐出口から被洗物に向けて吐出されることを特徴
とする。
【００１３】
　また本発明の業務用洗濯機の洗濯・濯ぎ方法は、洗濯水又は濯ぎ水を収納する外胴と、
該外胴の内側で被洗物を収容して水平な回転軸を中心に備えて回転する内胴とを備え、被
洗物を洗濯、濯ぎする業務用洗濯機の洗濯・濯ぎ方法において、外胴内に溜める洗濯水又
は濯ぎ水の水位を従来の洗濯及び濯ぎ時よりも低くし、かつ外胴の下部から洗濯水又は濯
ぎ水を取り出してポンプを用いて前記内胴内の被洗物に向けて吐出しながら被洗物の洗濯
又は濯ぎを行い、前記洗濯水又は濯ぎ水の単位時間当たりの洗濯機内外を循環する回数を
０．２５回／分以上とするとともに、洗濯水又は濯ぎ水が外胴内を循環する稼働時間率を
５０％以上となるように洗濯水又は濯ぎ水の循環量を設定することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の業務用洗濯機の第１の実施例を示す説明図である。
【図２】本発明の業務用洗濯機の系統図である。
【図３】本発明の業務用洗濯機の効果を示すグラフ図である。
【図４】本発明の業務用洗濯機の第２の実施例を示す説明図である。
【図５】本発明の業務用洗濯機の第３の実施例を示す説明図である。
【図６】従来の業務用洗濯機を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明に係る業務用洗濯機を実施するための形態を詳
細に説明する。図１乃至図５は、本発明の実施の形態を例示する図であり、これらの図に
おいて、同一の符号を付した部分は同一物を表わし、基本的な構成及び機能は同様である
ものとする。
【００１６】
　図１は、本発明の第１の実施例に係る業務用洗濯機１の構造を示しており、図中２は洗
濯水又は濯ぎ水を下部に収納して溜める外胴、３は外胴２の内側で被洗物を収容して水平
方向の回転軸中心に回転する内胴を示している。
　洗濯水又は濯ぎ水の内胴３内への給水は、内胴３前面の外胴蓋の上に開口した吐出口４
を通じて被洗物に向けて上から勢いよくシャワー状に掛け流す構造としている。
【００１７】
　図２は、本実施形態の業務用洗濯機の系統図であり、外胴２の底部に開けた排水口５か
ら排出される水は排水側と循環側の２系統に分かれ、循環側に流れる水は循環弁を通じフ
ィルタ６でリント等を取り除かれ、ポンプ７により上記吐出口４へと送られて循環する。
また、洗濯開始時の槽（外胴）内への新水の供給は、上記循環側のラインと並列に設けた
給水弁８を通じて行われる。
【００１８】
　本発明の業務用洗濯機にあっては、吐出口４から吐出する循環水を被洗物に向けて勢い
よくシャワー状に掛け流す作用により、被洗物内に含浸されている水と循環水とが入れ替
わりやすくなって洗浄効果及び濯ぎ効果が向上するものである。
　さらに、使用する洗剤量（洗剤濃度）を低減させても、従来の業務用洗濯機と同等かそ
れ以上の洗浄効果が得られるとともに、洗剤量が低減した結果、濯ぎ効果も向上する。
　これにより、本発明の業務用洗濯機における、洗濯（本洗）時の水深度（水位）を、従
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来の業務用洗濯機における水位４よりも低い水位２～水位３の範囲に設定することができ
る。また、濯ぎ時の水深度（水位）についても、従来の業務用洗濯機では水位７であった
のが、水位５に下げることができる。
【００１９】
　この水位設定により使用水量の低減率は、下記の表１に示す如くである。
【表１】

　この洗濯・濯ぎの条件は、洗濯容量２００ｋｇタイプの従来の業務用洗濯機と本願発明
の業務用洗濯機の２台について、被洗物の量が乾燥重量で約２００ｋｇ、洗濯・濯ぎ時間
は本洗が１０～１５分間、濯ぎが各３～５分間で計３回行う（１工程終了ごとに排水して
新水を入れ替える）こととする。なお実際の工程では、被洗物の種類や汚れの程度等によ
って、本洗の前に予洗が入る場合があり、また濯ぎ回数が４回以上になる場合もある。
　上述した使用水量を、被洗物重量当たりの水量に変換して比較すると、従来機種では約
１９．５リットル／ｋｇであるのに対し、本実施例では約１３．５リットル／ｋｇとなり
、使用水量を約３０％削減することができる。
【００２０】
　なお参考までに、本実施例の業務用洗機の循環システムにあっては、洗濯時に外胴２内
に溜まる静止水量は、約６４０リットルで、循環系のフィルタ、ポンプ、配管内に溜まる
水量は１１０リットル程度、この合計の水量は７５０リットルである。
　そして、吐出口４から被洗物目がけて吐出される時間あたりの洗濯水等の量（循環量）
は、本実施形態の２００ｋｇタイプの場合に、２００リットル／分以上であることが好ま
しい。この設定範囲の下限を２００リットル／分とする根拠は、この循環量未満では被洗
物内に含浸されている水と循環水とが入れ替わることによる洗浄効果及び濯ぎ効果が劣る
からである。
　洗濯容量２００ｋｇタイプにおける上記２００リットル／分以上の循環量を、洗濯容量
（業務用洗濯機の大きさ）に依存しない普遍化した量で表すと、１工程の使用水量が洗濯
機内外を何回循環するかを１分間当たりの循環回数に変換して、約０．２５回／分以上と
なる。この循環量の設定は、被洗物の種類や量などにより適宜設定するものであり、０．
２５回／分よりも循環量が少ないと、被洗物への洗濯水・濯ぎ水の掛け流す量が減って洗
いムラが起こったり、濯ぎ性が悪くなったりする。
　また、洗濯水・濯ぎ水の循環量を増やした場合に、被洗物に当たる水の勢いが増して、
洗濯・濯ぎの効果が増す一方、ポンプへ送出するフィルタ部の貯水量が減りやすく、ポン
プにおける給水量と吐水量のバランスによっては、ポンプの稼働時間率が３０秒オン、３
０秒オフの５０％程度になることも考え得る。したがって、この稼働時間率があまり下が
らないように、被洗物の種類と量、水位、洗濯・濯ぎ効果、ポンプの稼働時間率などを総
合的に勘案して各種業務用洗濯ごとに時間あたりの循環量を設定することとする。
【００２１】
　図３は、本実施例の業務用洗濯機の洗浄と濯ぎの効果を従来の業務用洗濯機と比較して
示している。
　図３の上のグラフの左側は、従来の業務用洗濯機において洗剤量を一定（水位４で洗剤
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濃度１％）にした場合に水深度を、４→３→２．５と小さくするほど洗剤濃度が高くなっ
て洗浄率が高くなることを表し、右側のグラフは、本実施例の業務用洗濯機において、使
用する洗剤の量を減らした（水位３で洗剤濃度０．８％）場合でも、洗濯水を循環させる
ことにより洗浄率が従来と同等かそれ以上であることを表している。なお、上記洗浄率は
、白い布に汚れを付けた上で各種条件にて洗濯し、その汚れがどの程度落ちたかを測る相
対値であって、数値が大きいほど洗浄効果が高くなり、洗濯後に元の白さになれば洗浄率
１００％となる。
　また、図３の下のグラフの左側は、従来の業務用洗濯機において水深度を７→６→５に
変化させた場合の濯ぎ性を表している。すなわち、洗剤はアルカリ度が高く（ｐＨ１０～
１１）、被洗物が濯がれていくにつれてアルカリ度が低くなり、中性のｐＨ７になれば最
大の濯ぎ性となるが、実際にはｐＨ９以下になれば十分に濯がれているとされる。
　したがって、従来の業務用洗濯機では水深度７以下では十分な濯ぎ性が得られないのに
対し、本実施例の循環水タイプの業務用洗濯機にあっては、水深度６ではもちろん、水深
度５でも十分な濯ぎ性が得られることを示している。
【００２２】
　図４は、本発明の第２の実施例に係る業務用洗濯機１１の構造を示しており、外胴２前
面に設けられ被洗物を出し入れする開閉自在な外胴蓋１２の上部に、ポンプ７からの循環
水を通じるパイプ１３を?いで，その個所を循環水の吐出口１４としている。この吐出口
１４からは、内胴３内の被洗物に向けて勢いよくシャワー状に掛け流す構造とする。
　これ以外のポンプ７を用いての洗濯水又は濯ぎ水の循環に関する構成については、上述
した第１の実施例と同様である。
【００２３】
　図５は、本発明の第３の実施例に係る業務用洗濯機２１の構造を示しており、内胴３を
回転支持する回転軸２２は、その軸中心を挿通して通水路２３を設けて、そこに上記ポン
プ７からの循環水を通して、回転軸２２の内胴３内の先端に設けた吐出口２４から被洗物
に向けて勢いよくシャワー状に掛け流す構造としている。
　これ以外のポンプ７を用いての洗濯水又は濯ぎ水の循環に関する構成については、上述
した第１の実施例と同様である。
【００２４】
　以上、本発明の業務用洗濯機について、具体的な実施の形態を示して説明したが、本発
明はこれらに限定されるものではない。当業者であれば、本発明の要旨を逸脱しない範囲
内において、上記実施形態における業務用洗濯機の構成及び機能に様々な変更・改良を加
えることが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本発明の業務用洗濯機は、業務用洗濯機を製造する産業において利用することができる
ものである。
【符号の説明】
【００２６】
　１：業務用洗濯機
　２：外胴
　３：内胴
　４：吐出口
　５：排出口
　６：フィルタ
　７：ポンプ
　８：給水弁
１１：業務用洗濯機
１２：外胴蓋
１３：パイプ
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１４：吐出口
２１：業務用洗濯機
２２：回転軸
２３：通水路
２４：吐出口

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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